
真庭市共同論文 

人材マネジメント部会２期生 長須久美子、八木久美子、田村麻衣子 

 

１ はじめに 

 

２０１９年４月から１年間「早稲田大学マニュフェスト研究所・人材マネジメント研究

会」に参加した。この研修では、地域のもつ可能性を発見し、従来の枠にとらわれない発

想でそれらを強力に活かしていく地方創生時代の職員・組織を造ることが目的とされており、

組織や地域を経営するうえで、効果的な考え方や手法を学んだ。 

 はじめは「地域経営」という言葉になじみがなく、自分にできるだろうかという不安な気持ち

が半分と、組織のために役に立てることが学べるという期待と半分で活動を始めた。 

 

２ 真庭市の概要 

 

 

 

 



３ 真庭市での取り組み  

（１） 総合計画について 

 早稲田大学マニュフェスト研究所・人材マネジメント研究会（以下「部会」という。）に

参加し、「２０年後のありたい姿」を考えるうえで、真庭市の総合計画について学ぶことを

はじめとした。また、総合政策部長にインタビューするなど、総合計画を作成したときのエピソ

ードや当時の思いなども聞くことができた。 

 総合計画のなかでは「真庭ライフスタイル」という言葉がキーワードとなって使われている。こ

の真庭ライフスタイルとは「多彩な真庭の豊かな生活」という意味で、すべての「ひと」が安心

して安全に暮らせる「まち」で、真庭市で価値を見つけること。そして自らの手でつくり上げて

いく自分らしい生き方、誇りを持って生きていく「考え方」、互いを尊重した「暮らし方」である。

真庭市の総合計画は２５年後を見越した計画になっており、部会で学んだ考え方などが

すでに使われていることに気付き、先進的なわが市の総合計画を誇りに思った。 

（２） 世代別アンケート調査の実施 

 第２回の研究会の終了後に出題された組織の現状を把握するという課題を行うために、

私たちは７月に、２０代、３０代、４０代、５０代の各世代２５名を選出し、アンケー

ト調査を実施した。全部で１０項目の質問を作成し、職員一人ひとりに対してメールで質

問票を送信した。アンケートを送信した職員の約８割から返答があった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

職場アンケート 

～世代間の違いを知り、真庭市の未来について語ろう！～ 

質問項目 

①上司から飲み会に誘われたら仕事の一環だと思うか。 

目的：世代間の考え方の違いを知り、各世代の 

相互理解を深める。 

 

②職場の勤務体制に満足しているか。 

目的：各職場の現状を把握し、職員の一人ひとりの 

考えを聞く。 
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③真庭（地域の）好きなところ・自慢したいところは何か。（自由記述） 

目的：真庭市に対する思いを聞き、職員の地域愛を確かめる。 



２０代職員の回答は前向きな意見が多く、上司や同僚とも良好な関係が築けていると

感じた。業務体制にも満足しているという回答が多く、環境の良い職場づくりができている

課が多いことが伺えた。 

３０代職員の回答は、行政改革を望む意見がより多く、新しいことへのチャレンジよりも、

より堅実的な回答が半数以上を占めた。グループ制による業務体制については、お互いに

協力できており、足りない部分はカバーしてもらえる、休みを取りやすいと感じている職員が

大半であり、真庭市のグループ制は、機能していることが分かった。 

 中でも気になったのが「真庭市（地域）の好きだと思うところと嫌いだと思うところ」につい

ての質問だった。好きなところについては「地域との関わりが深い」、「自然が豊か」、「全国に

誇れる産業がある」との回答が多かった。しかし、反対に嫌いなところでも「地域づきあい」を

あげる回答が一番多くあり、理由としては、「必要以上のものは負担に感じる」、「地域行

事が面倒」や「違った価値観を別の世代に押し付ける」という意見があった。 

 また、「真庭市で働くうえで一番大事にしていることは何か」という質問に対して、「市民と

の接し方・人間関係」という意見が一番多く、ほとんどの職員が地域住民とのつながりを重

要視していると感じた。また、上記の３つの質問に対して、「特になし」と答える職員が回答

の約２０パーセントを占める結果となり、地域や業務への無関心な職員も少なくないことが

伺えた。 

 ４０代職員の回答は、上向きと下向き、内向きと外向きがはっきりしている。上昇志

向の職員は、役所での立場や自分の意見を持っており、地域との関係性も良いが、現状

維持を望んでいるまたは下降志向の職員は、何事も人任せで、自分で決めた範囲のみで

仕事をする、地域付き合いなどはしないなど、悲観的な意見が多かった。文面からしか伺え

ないが、経験を重ねていく中で、人間関係や仕事内容が自分に合っていたか、そうでなかっ

たかが今の行動につながってことが見えた。 

全体的に見ると、今なら職員の気持ちを取り戻せる時期であるだろう。関心の高い職員

と、無関心または下降志向の職員との距離が開かないように、対話を通じてつなげていくこ

とが重要だと感じている。 

 

（３） 経営層との対話 

市長、副市長、教育長や管理職以上の職員など、真庭市の経営を担う職員と談を

行った。質問内容は仕事やプライベートなど様々な経験のなかで、人生の核となる経験、

深く心に残っている経験について中心に話を進めていった。そして２０年後、真庭市がど

んな市になっていてほしいか、個人的な見解を聞くことができた。 



 

○市長との対談（Ｒ１．１２．２６ １時間） 

入庁当時は高度経済成長の終わりごろであったので、何をやっても栄え、発展していた

日本から、徐々に日本の農山村が貧しくなっていくのを感じてきた。そして地方行政はどうす

ればいいのか、行政は何のためにあるのかと考える必要があると感じた。行政マンとして働くう

えで、市長は職員・地域とのつながりの大切さは常に感じていた。地域と交流をしない・やり

たくないと考える職員は地方公務員として失格であるとすら思う。忙しいなかにでも、時間を

みつけてたくさんの人と交流をしてほしいと思う。 

 そしてこれからの未来について、地方が変わらなければ日本はだめになってしまう、真庭市

のブランド化、景観・建物・文化芸術の３つの相乗効果で地域の価値に磨きをかけること

が大切であると語った。 

 

 ○教育長との対談（Ｒ１．１２．２６ １時間） 

 教育長は教育現場を長く経験されたなかで、地域の変化を感じてきたと話した。今の真

庭市に必要なのは「足るを知る」ことであると思う、無いから不便なのではなく、何も無いから

こそ人と人が寄り添って考える、それが「豊か」であることに気付くことが大切。教育現場を長

く経験してきたが、市役所に務めるようになり、自分に変化が起きた。違う立場で、職種の

違う人たちとつながることにより自分に新たな視点が加わった。 

真庭市の理想の未来については「無いからこそ豊かだと思える新しい価値観を持った地

域」になってほしいと語った。 

 

○副市長との対談 （Ｒ２．２．２６ ３０分） 

 昔から市民のなかにいることが多く、市民の立場に近い職員だった。行政は市民と社会契

約をする立場であると考えている。だから、何度も何度も市民と議論を重ねて事業を行って

いた。また、広報の業務についたことが自分の転機になった。公文書しか書けなくなっていた

自分が、広報で自分の文書を取り戻したことにより、自分の思考を取り戻すことができた。 

 そして、市民の人たち全員が「幸せ」と思っていることが大切であり、常に変化しつづける社

会の中で、地域が今のままであることはできない。その時々で変化することが大切で、これか

らはもっと大きな変化が求められる。将来的には、様々な層のリーダーがたくさんいる地域が

理想で皆がお互いを認め合い、活躍する地域になってほしいと語った。 

 他にも部長・課長や職員にも、いろんな話を伺ったが、一人ひとりが本当に地域を愛して

おり、未来についてのビジョンを持っていると感じた。この「未来のビジョン」をこれからの真庭



市を作っていくためにも、いろんな職員に共有していきたいと感じた。    

 

 

対話の詳細は、別紙１をご覧いただきたい。 

 

（４）自主勉強会の実施 

私たちの考えたアクションプラン「教えて！真庭市先生！」の実現の第一歩として、１１

月と１２月に自主勉強会を行った。「職員の最高の笑顔を撮り合う」ことをテーマに歴代広

報担当者を講師に招き、一眼レフカメラの使い方を学びつつ、相手の笑顔を引き出す撮

影方法を学んだ。普段交流のない職員ともカメラを通じて交流ができ、楽しい時間が共有

できたと感じ、私たちの目標とする「スキを共有する」というテーマにふさわしい第一歩になった。

今後も職員の特技や趣味を活かした勉強会を開催し、職員の交流の場を作っていきた

い。 

 

 (５) 目指すべき姿・創り出したい変化・取り組みのシナリオ 

 

【1 年後】 

●目的  職員の中で、楽しい事や、得意なことを共有する場を作る。それにより、自ら学



びたい、新しいことをやってみたいと思う、前向きで楽しい気持ちになる組織風土づくりへ。 

●行動  「教えて！真庭市先生！！」庁内編  

●変化  職員のスキ(得意や好きな事)を探しに行く。  

① 今までかかわりのなかった職員の間でつながりを積極的に持っていく。 

② 真庭市先生をきっかけに、職員間の対話の機会を作っていく。 

③ まずは庁内で、個人の特技を発掘していく。 

④ 一人一人の得意分野や好きな事を、皆の前で話したり、教えたりすることが自身につ

ながり、お互いに認め合い、自己肯定感、組織への貢献度を高めることにつながる。 

 

【３年後】 

●目的   真庭市となり、地域に出る機会が少なくなった職場において、職員の得意を活

かして地域に出向き、地域の人との触れ合いにより、新しい学びや気づき、成長を得る機

会とする。 仕事以外の場でも地域に自然と出るようになり、地域の活力になっている。 

●行動  「教えて！真庭市先生！！」地域編  

●変化   職員のスキ(得意や好きな事)を地域とともに高める。 

①地域に出ることで、市民のために働いているという公務員の仕事のバックグラウンドを肌で

感じる機会になっている。 

②真庭市先生を通じて、市民の方との対話の機会を増やしていく。 

③「スキ」を高め、人に教えるという経験を通じて、自らの自信や地域への貢献度を高める

機会にする。 

 

【５年後】 

●目的 職員が地域に出ていくことで、新たな関係性が生まれ、お互いのスキを通じて、新

しい企画や新しい物が生まれるなどの、地域内の創造に繋がる場になっている。 

●行動  「教えて！真庭市先生！！」創造編  

●変化   職員と市民のスキ(得意や好きな事)が掛け合わさり、新たな創造を生み出

す。 

①職員が市民のスキを知り、市民が職員のスキを知ることで、新たにやってみたいことが生ま

れ、それぞれの得意を生かした新たものが生まれている。 

②それぞれの得意を生かした地域づくりにつながる場になている。 

③「スキ」を高め、人に教えるという経験を通じて、他からの依頼が入り、お金を稼ぐレベルの

ものに高まっている。 



 

【２０年後】 

●目的  職員と市民、皆が新しいことに挑戦しているような、未来に向かってワクワクして

いるまちになる。 

●行動  ～子供からお年寄りまで ～Everybody 地域先生！！ 

●変化  皆が未来に向かってワクワクしているまち 

① たくさんの個性や文化、さまざまな「ひと」、資源にあふれた多彩な「まち」でだれもが誇り

と希望を持ち、それぞれの良さ、個性を認め合う、ワクワクするまちになっている。 

② 市民の個性や能力、まちの自然や文化・歴史をいかす創造性により、本当に自らやり

たいことを実現できている、一人ひとりが輝く地域になっている。 

③ 市役所は多彩な「まち」づくりを「ひと」と一緒に考え実践することができる「新しい関係」

をつくり、市役所と地域がお互いに居場所になっている。 

子供から大人、お年寄りまで、皆が得意分野を生かした先生になり、地域先生で習い事

ができる。 

④ それぞれが先生・生徒にあることで、一人一人に役割・居場所があり、つながりの中で

個々の能力を高め、常に新たな事に挑戦している。 

 

３ この研修を通して感じた事・学んだこと 

 (田村麻衣子) 

約一年間、部会を軸にたくさんの人と対話をし、自分の住む市を研究してきた。対話を

重ねる中で、自分の知らなかった過去や見えていなかった現在を知ることができたと実感し

た。ＡＩやロボットがどんどん発達していく中で、今後は今以上に人との関わりが希薄になっ

ていくだろうと感じる。その中で自分はどう仕事をしていくか、地域における使命とは何なのか、

昔から今の時代まで引き継がれるべきもの、無くしてはならないものは何かと、この研修に参

加しなければ考え至らなかったことを、たくさん考えることができた。 

 そして今回の研修で見えてきた大きな発見は、いわゆる「キーパーソン」といわれる職員は

皆「未来のビジョン」を持っているということであった。そして、そのビジョンは一人ひとり違うこそ

すれど、市民の幸せを一番に考えるものに変わりはなく、そういう気持ちを持ちながら業務を

進めていくことの大切さを感じた。私自身も真庭市で働いていく中で、職員や市民とたくさん

対話を重ね、自分の将来ビジョンをより明確なものにしていき、そのビジョンの実現に向かっ

て行動しようと思えた。 

(八木 久美子) 



 当初の第１回目、第２回目は、他の自治体の職員と何度も対話を重ねることに慣れず、

ものすごく抵抗を感じた。大きなカルチャーショックを感じたことが、鮮明に残っている。３人と

も、あまりにも衝撃的で、夜ごはんもいらなかったと話したことは、この人材マネジメント部会

が今まで受講した研修や、学校での勉強、日本の教育では決して経験することができなか

った内容だったからだと感じている。３回目の夏合宿で、自分の中の意識が変わった。対話

することに、大きな喜びを感じ、もっと対話したい、もっともっと広い世界で、多くの事を学んで

いきたいと、思うようになった。この部会により、私自身の中で、働くことへの意識や価値観、

幸せの基準が大きく変化した。自分の人生を描くのは、自分自身でしかない。他人と比較

する幸福はきりがない。失敗しない人生ほど、つまらないものはない。多くの挑戦をしていき

たい。自分の使命は何なのか。他人事ではなく、自分事に、自分は共同体に何ができるの

か。そういった、たくさんの新たな思考を持つことができた。 

また、北川先生の話にも衝撃を受けた。官公庁接待の公務員体質を壊し、国の接待

が当たり前だった中、幹部職員に接待費用の総額３億円を返させた。中央集権の時代に、

大改革をされた先生の言葉の中で、「公務員の皆さんは、誰のために、何のために、仕事を

しているのか、毎日、毎回、自問自答してください。」これが深く心に残っている。私の今後

の公務員人生の中での指針になる。 

真庭市の幹部職員の方と対話をすると、本当に熱い思いや、行政に対する行動、揺る

ぎない信念を持っておられ、感動した。 

この職場で、まずは、「この職場にいられて幸せだな。」この輪を少しでも大きく、厚くしてい

くために、様々な対話をする努力を重ねていきたい。これは、職場に限らず、地域の人や、

地域外の人へも広げていき、人材マネジメントの理念である、「幸せを感じる組織づくり」を、

私自身の手で広げていきたい。それが私の行動宣言である。 

(長須 久美子) 

入庁して 30 年を迎える前に、自分を見直したい、考えを整理したいと思い、この部会に

手を挙げた。同時に、これからの私の考え方はどうあるべきか、行動はどうすれば良いのか、

その答えを見つけに行く研究会だった。研究会では、さまざまな自治体の人と対話をした。

第2回の頃は、マイナス意見が多かったが、回を重ねるごとにプラス意見、笑顔が増えていっ

たことに、対話の大切さを改めて感じた。 

また、この歳になると、自分の考えが出来上がっていることと、話好きなことが相まって、つ

いつい自分の意見を熱く語ってしまうことが多いが、自分は納得しているが周りの人には説

得していたのではないか、同調圧力をかけてしまったのではないかと振り返り、反省することも

できた。また、「問う」ことが苦手だと分かった。Ｗｈｙが無い、質問ができない、だからワーク



ショップが嫌いだということも。そんな私だが、これからは、目前の問題を解くのではなく、問い

によって見えないものを見る手法を学びながら、組織や地域のファシリテーターになりたいと思

っている。 

最後に、1 年間を終え、講師団をはじめ各自治体の人との縁に心から感謝している。こ

の縁を無駄にせず、感謝を形として返していきたいとも思っている。また、意識を変えた講師

団の言葉がいくつもある。「働いている人の意識が内向きではなく外向きであること」「世の中

は常に変化しているので、その変化に興味と関心を持つこと」「成果が出ないのは、頑張り

方が違う」「職場の皆がビジョンとミッションをスタート地点から共有できているか」「説得より納

得」など、これから再スタートを切るにあたり、私を支える言葉になっていくだろう。残り僅かに

なった行政生活に反してより身近になっていく地域、これからも組織を、地域を、自分の人

生をどう生きるかをずっと探求し続けることを私の終わりのないテーマとして、独りよがりではな

く仲間と一緒に行動を起こしていくことを決めた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



別紙      真庭市幹部職員との対話について 

 

◆太田市長との対話  令和 1 年 12 月 26 日 11:00～12:00(1 時間) 

人生のポリシー 【人と関わることで豊かになる】 

Q 京都府時代から今まで、仕事やプライベートでの市長の様々なご経験の中で、人生の

核となる経験、市長の人となりを作った経験、深く心に残っている経験は何か？ 

・自分が入庁したときは、丁度高度経済成長の最後の時だった。何をやっても栄え、発展

していた日本から、徐々に日本の農山村が貧しくなる、社会矛盾が浮き彫りになってく時

代を経験してきた。 

・初めての部署は、1968 年、京都府庁の住宅課、府営住宅の施設管理を担当した。 

1970 年以降不況となり、都市部の華やかさ、その一部以外の荒廃を目の当たりにし、地

方行政はどうすればいいのか。行政は何のためにあるのか。農山村をどうにかしなければ

ならないと実感した。 

・入庁 10 年で、知事の秘書係長となり、知事の下で色々な勉強をした。 

 組織が大きい分、見事な組織体制であった。各部署から知事への報告書が上がり、朝、

知事の机の上に置く慣習があった。 

車の中では、常時おしぼりを準備したり、会合に居合わせるメンバーによって、知事の

待ち時間がどの程度必要か調整したり、徹底して先を読む仕事で、非常に鍛えられた。 

・35 歳以降は、ずっと管理職。当時はふるさと創生の時代で、岡山県でいう、中山間地域

振興課に配属され、地方の現場に入って仕事が出来ることは有り難い。深山町の茅葺の民

家を再生したりする中で、地元に入るすべを経験した。 

・財政課長は５年、仕事量があまりにも膨大なため、勤勉な職員は皆倒れる。どう皆で仕

事をするか。どうやって人を味方につけいかに担当課に自ら仕事をやってもらうか、それ

が出来る職員が残った。 

 書物を徹底的に読まなければならない。文字を読むことから逃げてはいけない。じっく

りと六法を読み、公務員としての基礎の基礎を理解してほしい。 

自分が財政課長の時は、誰一人倒れなかった。仕事が深夜になることも多々あったが、

良いチームワークでやれた思う。帰りに時間を見つけて飲みに行ったり、人とのつながり

を大切にすることで、乗り越えられるものはたくさんある。 

 

Q 京都府時代の、職員勉強会はどのようなものをされてきたか？ 



・メンバーは２０人、夏合宿をするなど切磋琢磨し、今でもそのメンバーで集まることも

ある。 

 

Q20 年後の真庭市が、どのような地域になっていてほしいか？ 

・第一次産業をきちっとしていく必要がある。本当に大変なことだが、考えようはいくら

でもある。真庭から日本を変える！これは、大事を言っているのではなく、地方が変わら

なければ、日本はだめになることは間違いない。人口は減るけれども、田や山をどう大切

にしていくか。 

・真庭市のブランド化、横断的に、真庭の価値に磨きをかける。 

 景観、建物、文化芸術、の３つの相乗効果で、地域の美的価値、地域価値を高めること

が必要。 

 

◆三ツ教育長との対話  令和 1 年 12 月 26 日 9:00～9:30 (30 分) 

人生のポリシー 【足るを知る。そして無いからこそ豊かである。】 

Q 地域で何が重要と考えるか？ 

・子供が活躍すると、地域が元気になる。 

・「無いからこそ豊かだ」「足るを知る」このことに尽きる。 

・ミニ東京にならない方が良い。不便なことの方が多いよね、でもそれって楽しいよね。

無いからこそ、ここでしか出来ない経験がある。それを子供たちに知ってほしい。 

・自分は地域学習を大切にして来た。子供達にも色々とさせてきた。しかし、当時は、地

域学習を大事にする変わった教師だったと思う。 

・地域の中で地域とかかわることで、子供たちは、それを遊びにする。それが素晴らしい

こと。 

・もちろん、答えがある事を考えることも大切だが、本当に考えるべきは答えが無いこと

について 

・答えが無いことに直面したときに、どこをよりどころに切り開いていくか。 

・答えがないことの方が良い。失敗もあるよね、たくさん失敗した方が成長できる、失敗

したって良いんだという、大らかさを学んでほしい。 

 

Q 教育長の転換期となった出来事は？ 

・市役所に来てから変わった。 

・今まで真庭市の将来についてここまで考えることは無かった。市役所の職員の人と共に



仕事をし、違う人とのつながりを持つことによって、ものの考え方が変わった。 

・これが市民生活を支えているのかと実感した。 

・SDGｓの考え方に感銘を受けた。 

・私たちは、貧困を無くす最初の世代になるかもしれない。そして、地球を守ることがで

きる最後の世代である。 

・今までの拡大成長戦略のままの価値観では、ダメになってしまう。誰一人取り残さない。 

世界は、新しい価値観に変わっている。 

 

Q 真庭市がどんな地域になってほしいか？ 

・無いからこそ豊かにだと思える新しい価値観を持った地域 

・真庭市では無い事を経験にし、成長してほしい。 

 

吉永副市長との対話  令和 2 年 2 月 26 日 10:00～10:30 (30 分) 

人生のポリシー 【他者を認める】 

Q 人生の核となる経験、人となりを作った経験、深く心に残っている経験は何か？ 

１つ目は、行政は市民との社会契約であること。31 歳の時にヨーロッパ視察に２週間行

き、ルーデンブルクの町づくりを目にしたのが転機になった。色や建物、業態もすべてに

規制がかかっており、嫌なら他の町に住み、そこに賛同する人がその町に暮らせばいい。 

 行政マンとして、社会契約の理念がずっと軸になっている。だから、ラストワンマイル

事業でも、地元説明会を 600 回した。社会契約するのだから、何回も何回も市民と議論を

重ねる。 

２つ目は、広報マンになり、「自分の文章を取り戻したこと」だった。 

22 歳で行政マンになり、公文書しか書けなくなっていた。様々な発想が求められる広報

に配属され、柔軟な思考を求められた。以前は文章を書くのが好きだったのに、行政の仕

事をしていると、いつのまにか自分で考える事から離れていた。広報で自分の文章を取り

戻したことで、自分の思考を取り戻すことができた。 

31 歳の時、農村型リゾート余野の１億円の県の事業を行った時も、１年事業を遅らせ、

地元の人ととことん話をした。市民の人、自らが本当にやりたいと思うこと、そう思うま

で、毎週毎週、話をしに行った。市民の中にいることが多い。市民側に近い職員だった。 

 

Q 少子高齢化がますます進む日本において、真庭市が存続するために大切だと思うこと

は何か？  



真庭市が「存続する」ことが、本当に目的なのか。人生の目的とは、何なのか。 

自分は、住んでいる人がたった一人になったとしても、その人の尊厳が保たれているこ

と、その人がちゃんと暮らせていて、ちゃんと他者から認められていること。だと思う。 

「幸せ」という言葉を使う事が適切かどうかわからないが、市民の人が幸せだと思って

いることが一番大切だと思う。 

人口減少は怖いとは思っていない。常に変化し続ける社会の中で、今と同じサービスを

提供し続けることに意味があるのか。地域が、日本が、今のままであることはできない。 

その時々で変化していけばいいし、これからはもっと変化することが求められる。多様

な社会、多様な価値観、他者を認め会うこと。真庭ライフスタイルは、昔から自分の軸に

なっている。 

市町村合併の時、隅々までサービスを行っていた町村から、合併することで出来なくな

る事がたくさん増えることは明らかだった。しかし、合併協に入り、財政基盤を作るため

の合併だった。真庭市として或るべき姿を追っている。 

Ｑ20 年後の真庭市の未来、どんな姿であったら良いか？ 

 小学校は地域のステーションである。 

小学校区、それよりも小さい区域で、様々な層の様々な内容のリーダーがたくさんいる

地域が理想。皆がお互いを認め合い、活躍する地域が良い。 

しかし、地域自治はどうしても他を弾いてしまう。だからこそ縦軸と横軸の連携が大切。

地域だけがすべてではない。地域だけにとらわれると他者を認めなくなってしまう。趣味

であったり、娯楽であったり、たくさんの軸を持っている人の行きかう場所が理想。 

◆長尾総務部長との対話  令和１年 12 月 17 日 17:00～(１時間) 

人生のポリシー 【個々の能力を最大限伸ばす】 

Q．真庭市の中で長尾部長が大切だと思う事は？ 

・個々の能力をどう伸ばしていくかが最も大切だと考える。 

・良いところ伸ばしていく地域＝民度を高める。 

・そのためには、市民と職員との信頼関係が大切。 

・地域の人と本気で話し合いをすること。言われる事から逃げない。 

Q．部長自身が思う、真庭市がこのような地域になったらいいなと思う未来は？ 

・地域の実情を的確に把握できる職員が必要。＝地域と話ができる職員が必要。 

・職員が地域を引っ張る中心である。＝人間力、人材力をどう高めていくか？ 

・個々の能力をのばす研修や、一人一人の生き様を考え、皆で共有するなど、人の経験を

聞くことで成長できる。 



 

◆有元総合政策部長との対話  令和１年 8 月(1 時間) 

ポリシー 【一人一人の尊厳を守る】 

Ｑ．真庭市総合計画を作成された時の思いは？ 

・憲法にもあるように、真庭市民一人ひとりの尊厳が最も大切 

・個人の潜在能力をいかに高められるか、それぞれの人が、それぞれ異なる豊かさ、幸せ

をできるだけ実現できるように手助けするのが、公務員の仕事である。公務員がするべき

は、競争をさせるのではなく、相互理解を図り、最低限の生活は担保することである。 

・予測可能な将来像ということで 25 年先まで通用する町の姿を見据え、総合計画の目標

とした。真庭市を効率よく運営するため、計画に準じて事務を進めていく必要がある。 

・多様な真庭、それぞれが皆豊かだと思え、互いに尊重し、認め合う「真庭ライフスタイ

ル」の実現。行政の目的を一人ひとりが見つけていくことが大事である。 

 

◆行安総務課長との対話 令和１年 12 月 20 日 14:00～14:30(30 分) 

ポリシー 【相手の立場に立って考える優しさ】 

Q．総務課長が求める職員像は？今の職員で、ここが弱いなと思うところは？ 

・相手の立場に立って考えることができる職員。市民に対して、職員に対して、相手への

思いやり。 

・市になったので、個々の努力により、専門性を磨いていく必要がある。 

Q．仕事や、地域において、人生の核となった経験はなんだったか？ 

・太田市長の秘書となった経験は大きい。新しい市長になり、真庭市の大きな転換時期だ

った。 

・「人が作ったものは、変えられるという。」市長の行動力に影響を受けた。 

・法律や専門性を磨き、自分で考える職員になることが大切だとつくづく実感した。 

Q．20 年後の未来の真庭市が、どのような市になったらいいと思うか？ 

・誰にとっても暮らしやすい地域になること。 

・振興局を核に、誰に対しても支援できる市役所になる。 

・小さい集落でも見捨てないことが大切。 

・サラリーマンではだめ。地域の食べる所、飲む所、民宿に泊まって地域に出てほしい。 

 


